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労小胞細胞は甲状腺の小胞間質または小胞上皮中に介在する細胞で, Baberl'が犬でこれを発見

して以来,Takagi2',Nonidez3',斉藤4',友成5),伊東ら6',伊藤7'などによってその他の動物にも

存在が確かめられた･この細胞の本態に関LEhrenbrand8',Sugiyama9',斉藤1',Kraicziczek-o',
Yoshimuraら11'は新しい甲状腺小胞を形成するための未分化細胞であろうとし,また Takagi2',
Nonidez3',Florentinl2',Allara13',Sugiyama14),斉藤l',Yoshimuraら11'は内分泌機能を営む

ものでないかと考えた.ところで近年 Coppら15',Hirsch ら16'によって甲状腺から血清カルシウ

ムの下向因子である thyrocalcitonin が分泌されることが明らかにされ, また Foster ら17',

Pearse18),Matsuzawa19),黒住ら20),Youngら21),Nanbaら22),Murakami23),Bussolatiら21),
Krachtら25)によって同ホルモンが労小胞細胞から分泌されることが証明されるにおよんで,にわ

かにこの細胞が注目されるに至った. しかし, これまで労小胞細胞を特異的に染めだす染色法がな

かったため,この細胞の形態 ･分布などについては不明の点が少なくなかった.その後,労小胞細

胞をより明瞭に染め分ける試みが行なわれ,Kameda26)は Davenportの鍍銀法を改良し, また

Solciaら27)28)はアズールAや鉛-マトキシリン染色法を考案して好結果を得た.筆者らはこれらの

新しい染色法を用い,家畜における本細胞の形態,分布,染色態度などを観察したので,以下にそ

の結果を報告する.

実験材料および方法

実験材料として犬30頭,猫18頭,馬2頭,豚4頭,牛5頭,めん羊7頭,山羊5頭,兎6羽の甲

状腺を用いた.採取した甲状腺は Bouin液または Solciaらの GPA 固定液27'で固定後,パラフ

ィン切片となし, これに一般染色法として-マトキシリン･エオジン,Heidenhainの鉄-マトキ

シ1)ン,McManusの PASおよびアザン染色を;また特殊染色法として Kamedaの鍍銀法26),

Solciaらのアズ-ル A27)および Solciaらの鉛-マトキシ1)ン染色28'を施して観察した･なお特

種染色法を行なうさい,原法 では動物の種類によって労小胞細胞が染まりにくいこともあったの

で,固定時間や染色時間を多少変更したものもある･

観 察 結 果

1 葉小胞細胞の染色所見

へマトキシl)ソ･エオジン,秩-マトキシ1)ソ,PAS,アザンなどの一般染色によると, 甲状腺
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の労小胞細胞は小胞上皮細胞よりも大型で,染色質に乏しく,細胞全体が明るく見える･そのため

犬や猫のようにこの細胞が豊富なものにあっては,だいたい小胞上皮細胞との判別ができるが,衣

畜全般を通じてみた場合,一般染色法をもって両種細胞を明確に識別することは困難である.

すなわち, -マトキシリン･エオジン染色によると,労小胞細胞のうち小胞上皮細胞よりも大型

で大きい核を持ち,細胞質が特に明るく見えるものにあってほ,その存在がかなり明瞭に認められ

るが,細胞質がエオジンに好染する場合は小胞問質にあるものでも判別は容易でなく, まして小胞

上皮中に介在するものは識別が一層困雅である.秩-マトキシリン染色によると,労小胞細胞は小

胞上皮細胞に比し核や細胞体が大きいほかに,細胞質が全般的に淡染するので,両種細胞の判別は

比覇的容易であるが,小胞上皮中に介在するものの識別はかなり困難である.PAS反応によると,

秩-マトキシリン染色と同様,労小胞細胞が小胞上皮細胞より全般的に淡染するので, -マ トキシ

リン･エオジン染色の場合に比しその判別は容易である. アザン染色の場合,小胞上皮細胞は一般

に核が濃染し細胞質が燈赤色に染まるのに対し,労小胞細胞は核が淡染し細胞質が淡音 または樟黄

色に染まるので,小胞間質にあるものはその判別が比較的容易であるが,小胞上皮中に介在するも

のは鉄-マ トキシリン染色や PAS反応の場合と同様に識別がかなり困難である.

一方 Kamedaの鍍銀法,SolciaらのアズールAおよび鉛-マ トキシリン染色等の特殊染色法に

よると,労小胞細胞は小胞上皮細胞よりも著しく浪染するので,両種細胞の判別はすこぶる容易で

あり,また標本を良好に仕上げると労小胞細胞はほとんど選択的に染めだされる.

すなわち,Kamedaの鍍銀法によると,小胞上皮細胞は黄色ないし黄かっ色に染まるのに対し,

労小胞細胞は黒かっ色に染まり,細胞の輪郭は明瞭で細胞質内精粗もよく認められる.また Solcia

らのアズールA染色によると,小胞上皮細胞は灰白色ないし淡青色に染まるのに対し,労小胞細胞

は青紫色に染まるが,Kamedaの法に比L細胞の輪郭や細胞質内頬粒がやや不鮮明である.Solcia

らの鉛-マトキシリン染色による所見はおおむねアズ-ルAの場合と同様であり,両種細胞を濃淡

の差によって判別できる,しかし,この染色法では小胞上皮細胞がやや共染するきらいがある.

2 各家畜の葉小胞細胞

(1)犬の労小胞細胞 (Fig.1)

小胞問質および小胞上皮中のいたるところに豊富に認められる.通常 1ないし数個が集まって存

在するが,なかには10数個から数10個が集合して島状またはぶどうの房状を呈するものもある.個

々の細胞は小胞上皮細胞よりも大型で,一般に円形ないし卵円形を呈し, その大きさはお おむね

10×13p,細胞質内に好銀性頼粒を多く含み,核は大きく明調で1-2個の核小体を保有する.小胞

上皮中のものは上皮細胞にはさまれて単独に存在し,その高さは上皮細胞と同じかあるいはそれよ

りも低いが, なかには上皮細胞よりも高く突出して直接小胞腔に面するものもある. また小胞間質

の本細胞は単独に存在するもののほか大小の細胞集団を形成するが, この場合,個々の細胞は多角

形を呈するものが多く,その輪郭はやや不鮮明である. しかし, この種の細月包集団から甲状腺小胞

が形成されるがごとき所見は認められない. このほか, 甲状腺小胞を含まない未分化と思われる組

織中に労小胞細胞がまばらに存在するのが しばしば認められる.一般に犬の労小胞細胞は他の家畜

に比べて最も染色性に富み,いずれの染色法をもってしてもよく染まる.

(2)猫の労小胞細胞 (Fig.2)

小胞上皮中に介在するものは比較的少なく, ほとんどが小胞間質に存在するが,犬に比べて全般

的に数が少ない.一般に甲状腺の中心部の小胞間質に多く,単独または数個が集合して存在する.

集合する場合,犬のように大小種々の集団をなすことは少なく,おおむね10数個を限度とした小さ
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なまとまりを示す･しかし,これらの細胞集団部から甲状腺小胞が形成される所見は認められない.

個々の労小胞細胞は一般に多角形または不定形で,輪郭もやや不鮮明である.細胞の大きさや細胞

質内頬粒の状態などは犬の場合と大差ない･小胞上皮中の労小胞細胞は一般に小胞上皮細胞より低

いが, なかにはそれと同じ高さで小胞腔に直接面しているものがある.猫の本細胞は犬に次いで染

色性に富み,いずれの染色法によっても比較的よく染まる.

(3)馬の労小胞細胞 (Fig.3)

小胞上皮中には少なく,小胞間質にまばらに認められ,その数はきわめて少ない.小胞問質のも

単独に存在することが多く,数個以上が集合することはほとんどない.馬の本細胞は小胞上皮細胞

とほぼ同じ大きさで,犬や猫のものより小さく, 円形ないし卵円形を呈する.細胞質内には好銀性

顕粒を多く含み,核は明調で1- 2個の核小体を保有する.小胞上皮中に介在する労小胞細胞は小

胞上皮細胞よりも丈が低く, したがって直接小胞腔に面することはない.馬の本細胞の染色性は他

の家畜に比べて著しく劣り,特殊染色法によってもその検出は容易でない.

(4)豚の労小胞細胞 (Fig.4)

小胞間質または小胞上皮中に存在するが,その数は一般に少なく,馬よりやや多い程度である.

小胞間質にあるものは多くが単独に存在し,稀に数個がまばらに集合する.細胞の形状は定型的な

もののほかに紡錘状やコンマ型,あるいは突起をだして著しく細長くなったものが認められる.細

胞は比較的小型で,小胞上皮細胞と同じ大きさかそれよりやや小さく,細胞質内に多くの好銀性頼

粒を含んでいる.小胞上皮中に介在するものは小胞腔に面することはなく,むしろ上皮の基底部に

押し込められた格好になるものが多い.豚の本細胞の染色性は馬に次いで悪く,特殊染色法でも良

好な標本を得ることはかなり困難である.

(5)牛の労小胞細胞 (Fig.5)

小胞間質または小胞上皮中に介在し,その数は少なくほとんどが単独で散在性に存在する.形状

は卵円形を呈するものが多いが,紡錘形ないしコンマ型を呈するものもある.細胞の大きさは中等

大で,小胞上皮細胞と同程度かそれよりやや大きく,核は明調を示し,細胞質内に好銀性頼粒を含

むがその量は比較的少ない.小胞上皮中に介在する本細胞のうち大型のものは小胞腔に面するもの

もある.牛のこの細胞の染色性は馬 ･豚に次いで劣り,特殊染色法によっても小胞上皮細胞が共染

して良好な標本を得にくい.

(6)めん羊の労小胞細胞 (Fig.6)

小胞間質または小胞上皮中に単独に存在するものもあるが,大部分は小胞間質に10数個から数

10個集合し, 島状ないしぶどうの房状を呈する. その大きさは大小種々で集団の数もすこぶる多

い. しかし,これらの細胞集団から甲状腺小胞を形成する所見は認められない.単独に存在する本

細胞の形状はおおむね卵円形に近いが,集合したものでは輪郭が不鮮明となり,核のみが目立って

見え,胞質中の好銀性頼粒も比較的少ない.小胞間にある労小胞細胞の大きさは一般に小胞上皮細

胞よりも大きいが,小胞上皮中に介在するものは上皮細胞より丈が低く, したがって小胞腔に面す

ることはほとんどない.めん羊の本細胞の染色性は犬 ･猫に次いで良好である.

(7)山羊の労小胞細胞 (Fig.7)

小胞上皮中に介在するものは概して少なく,小胞間質に数個ないし10数個が塊状に集合し,なか

にはそれ以上の数で大きい集団をつくることもある. しかし, これらの細胞集団から甲状腺小胞を

形成する所見は認められない.細胞の形状は卵円形を呈し,集合した場合でも細胞の輪郭は比較的

明瞭であるが,細胞質内に含まれる好銀性鯖粒の量にはかなりの差が認められる･本細胞の大きさ
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は全般的に小胞上皮細胞に比し大で,小胞上皮中に介在するものは概して小胞腔に面しているもの

が多い. また 甲状腺小胞を含まない未分化と思われる組織中に本細胞の散在するのが認められる.

山羊のこの細胞はめん羊ほどではないが比較的染色性が良い.

(8)兎の労小胞細胞 (Fig.8)

小胞間質および小胞上皮中にまばらに存在しその数は少ない.小胞間質においてもこの糸田胞が集

団を形成することはなく, ほとんどが単独に存在する.細胞の形状は定型的のもののほかに紡錘状

やコンマ型,あるいは突起を出して著しく細長いものも認められる.細胞質内には好銀性頬粒を多

く含むものとそうでないものとがあり,後者では核の輪郭が不鮮明である.,S田胞の大きさはやや不

ぞろいで,小胞上皮細胞と同程度のものからその2-3倍の大きさに達するものまで種々あるが,

小胞上皮中のものは上皮細胞よりも高さが低く, したがって小胞腔に面するものは認められない.

また小胞を含まない未分化と思われる組織中に本細胞が散在的に認められる.細胞の染色性は牛や

山羊と同程度で,家畜の中でほぼ中間に位している.

論 議 と 考 察

甲状腺の労小胞細胞の本態については,従来,新しい甲状腺小胞を形成するための未分化細胞で

あるという説と, 内分泌機能を営むものであろうという説とがあり,結論が得られないままになっ

ていた. ところが近年 Coppら-5'に よって上皮小体 から血清カルシウムの下向因子 で あ る

Calcitoninが分泌されることが証明され,また Hirschら16)によって甲状腺からCalcitoninと同

じ働きを有する物質 (thyrocalcitonin)が分泌されることが明らかにされるに及んで,この物質と

労小胞細胞との内分泌関係が盛んに研究されるようになった.すなわち Fosterら17',Pearse-8)に

よる組織化学的研究;Matsuzawa19),黒住ら20',Youngら21',Nanbaら22',Murakami23'による

電子顕微銀的研究 ;Bussolatiら2.1),Krachtら25'に よ る免 疫組織 学 的研 究;吉村 ら29',

Kameda30'31)による実験的研究が行なわれ,その結果労小胞細胞から thyrocalcitollinが分泌さ

れることがほぼ確定的となった.

甲状腺の労小胞細胞は Baberl',Takagi2',Nonidez3',斉藤4',友成5',伊東らG),伊藤7)などに

よって猿 ･犬 ･猶 ･狸 ･馬 ･豚 ･牛 ･めん羊 ･兎 ･モルモット･ラット･マウス, さらに鶏 ･雀な

どの鳥類にも存在することが確かめられた･しかし,これらは主として-マ トキシl)ン･エオジン,

秩-マ トキシ1)ン,アザン,PASなどの一般染色法による所見であり, また一部 Cajal,GrossI

Schulze法などの鍍鐸法も試みられたがいずれも染色が困難なため,労小胞細胞の形態や分布に関

する記述には不明確な点が少なくない. また労小胞細胞は発生学的に終後小体 (ultimobranchial

body)に由来するといわれ,さらにこの終後小体は哨乳類では発生の途上甲状腺に包み込まれてし

まうが,鳥類以下の動物ではそのようなことはなく両組織は生後も別な所に存在するとされる.そ

して Coppら15',折茂23'によると鳥類,両棲類および魚類では終後小体のみに Calcitonin活性が

認められるという. したがって,嘱乳類の甲状腺に労小胞細胞があるのほ当然としても,鶏や雀の

甲状腺にこの細胞が存在するということにはなお検討の余地が残されている･ これらの問題解決に

は従来の染色法より優れた方法を案出する必要があり,そのため Kameda26'は Davenportの鍍

銀法を改良し,Solciaら27)28'はアズ-ルAや鉛-マ トキシリン染色法を考案して好結果を得た･筆

者らはこれらの新法を用いて哨乳類家畜の労小胞細胞を観察した結果,一般染色法では判別できな

いものもかなり明確に識別することができた. しかし,家禽のものについてはまだ結論を得るに至

っていない.
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丸山33'はラットの労小胞細胞の分布,数,内部構造は動物の成熟度や機能状態によって著しい差

があることを指摘し,また友成5)は動物種によっても同様の差があることを認めた.Kameda26'は

犬 ･猫 ･兎 ･ラット･マウス･モルモットの労小胞細胞の大きさは直径 10-11pでほとんど均一で

あるが,兎だけは直径 20pもの大型細胞がしばしば出現すること,また細胞の形は一般に卵形を呈

するが,兎とラットでは著しく細長いものや突起を備えたものが多いと述べている.筆者らが観察

した家畜の労小胞細胞の大きさはおおよそ 10×13/uであるが,兎には特に著しく大型のものが認め

られた･ また形状は一般に円形ないし卵円形を呈していたが,牛 ･豚 ･兎では紡錘形のものや細胞

質突起をだして著しく細長くなったものが多数認められた.

労小胞細胞の内部構造について,Takagi2'は犬で大きな頼粒と空胞を有すること,Nonidez3'は

同じく犬で好銀性根粒を含むこと,丸山33'はラットで多くの PAS陽性物質と大小の空胞を富有す

ること,京成5'はモルモットで細胞質が PAS染色で散漫性に染まり,ラットでは空胞の集積によ

り膨満して見えること,伊東ら6'は狸で細胞質が均質でアザンに青染し,PAS反応で小胞細胞より

強く染まり,時として細胞質内に空胞が出現することを報告している.筆者らが観察した家畜の場

合でもほぼ同様の所見が認められた.Kameda34)35'は犬にビタミンDや塩化カルシウムを注射する

と細胞質内叛粒が減少することを観察し,Matsuzawa-9',Nanbaら22',Murakami33'はラットや
マウスで同様の実験を行ない,電顕的に脱頼粒現象を認めた.われわれの観察では,同じ動物種で

も細胞質内叛粒に量的差が認められ,特に山羊と兎に顕著であった.

労小胞細胞の出現率について,Takagi2'は幼犬よりも成犬に多いこと,伊藤7'はラット･モルモ

ット･犬はマウス･兎 ･猿より出現頻度が高いこと,Kameda26ノほ新しい鍍銀法による観察で,小

胞細胞100個あたりの労小胞細胞数は犬30-90, ラット30, マウス･兎 ･モルモット13-15で,

従来考えられていたよりも多いことを明らかにした. なお Kamedaは個体差が著しいため本細胞

の成長に伴 う量的変化ははっきりしないと述べている. また 甲状腺内に奉ける労小胞細胞の分布に

ついて,Takagi2)は成犬で,伊東ら6'は狸でこの細胞が小胞問質に大きな集団をなすことを報告

し,Kameda26)34)35)は犬 ･モルモットでは小胞間質に大きな細胞集団をなす場合が多く,猫ではほ

とんどの場合集団をなし, マウスでは小胞間質に単独に存在するのが特徴であり, ことに犬では甲

状腺に包み込まれた上皮小体 Ⅳの周辺部部や終後小体遣残部に多く見られ,兎では同じく上皮小体

Ⅳの周辺部に限定して存在,マウスでは終後小体還残部の周囲に局在すると述べている.われわれ

の観察では,労小胞細胞は犬 ･猫 ｡めん羊の甲状腺に義も多く出現し, 山羊 ･豚 ･兎にもかなり多

く認められたが,馬と牛には比較的少なかった. これらのうち犬 ･猫 ･めん羊 ･山羊の本細胞は小

胞間質に大きな集団をつくり, また犬 ･山羊 ･兎では購後小体の遺残部と思われる未分化組織中に

もかなり多く存在していた.大家畜の甲状腺は形が大きいため, これに含まれる労小胞細胞の出現

頻度や分布状態を正確に検索することはすこぶる困難である.

小胞上皮中に介在する労小胞細胞が小胞腔に面するか否かの問題に関し,伊 東 ら6) は 狸 で,伊

藤7)は実験動物で,青井36)は猿で,黒住ら20)はラットで,Kameda0-6)はマウスでこの細胞が甲状

腺の小胞腔に直接顔をだすことはないとしている.今回観察した家畜の場合,本細胞はほとんどの

動物で小胞上皮細胞よりも高さが低かったが,犬 ･猫 ･牛 ｡山羊 では小胞上皮細胞よりも丈が高

く,そのため直接小胞腔に面するものがわずかながら認められた.

Ehrenbrand8',Sugiyama9',斉藤4',KraicziczeklO',Yoshimuraら11'は甲状腺の労小胞細胞

は甲状腺小胞を形成する未分′闇 田胞であろうと考えたが,この考え方は現在でも否定されていない･

すなわち,丸山33'はラットの労小胞細胞は様々の形態を示し,一般上皮細胞との間に種々の移行型
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が認められることから小胞の新生に関係があるとなし,伊東ら6' は狸で小胞上皮細胞から移行した

労小胞細胞の集団が小胞を形成することを報告し,永井ら37) は幼犬における観察で,労小胞細胞が

小胞形成の主たる母地であると考えた.しかし,吉村ら29'ほラットの労小胞細胞と小胞上皮細胞と

を分離培養した結果,両細胞は形態的には移行するが機能的には移行しないことを明らかにし, ま

た黒住ら19'は電顕による超微構造上,両細胞は著しく異なり,その移行型と思われるものは認めら

れないと述べている.筆者らの観察では,労小胞細胞が小胞上皮細胞から移行することや労小胞細

胞の集団から甲状腺小胞が形成される所見は全く認められなかった.

労小胞細胞の染色性に関し,友成5) は一般染色により,ラット･豚 ･馬のものはよく染まり,そ

の次が牛とモルモットで,犬 ･兎は不明瞭でありほとんど判別できないと述べている.われわれが

行なった特殊染色法では,犬 ･猫 ･めん羊の労小胞細胞が澱もよく染まり,牛 ･山羊 ･兎のものも

比覇的よく染まるが,馬 ･豚は一般に染まりがよくなかった.

要 約

犬 (30),描 (18),局 (2),豚 (4),午 (5),めん草 (7),山羊 (5),兎 (6)の甲状腺を Bouin液ま

たは Solciaら ('68)の GPA 液で固定後,パラフィン切片とし,これに一般染色法としてヘマ ト

キシリン･エオジン,Heidenhainの鉄-マトキシリン,McManusの PAS,および アザン染色

を ;また特殊染色法としてKameda('68)の鍍銀法,Solciaら('68)のアズ-)I,A,およびSolcia

ら ('69)の鉛-マトキシリン染色を施して労小胞細胞を観察した結果,次の所見を得た.

(1)一般染色法によると,労小胞細胞は小胞上皮細胞よりも大型で染色質に乏しく,細胞全体が

明るく見える. しかし,この染色法で両種細胞を明確に識別することは困難である.特殊染色法に

よると,労小胞細胞は小胞上皮細胞よりも著しく濃く染まり, この細胞を選択的に染めだすことが

できる･労小胞細胞は甲状腺の小胞問質または小胞上皮中に介在し, その分布 ･形態 ･染色態度な

どは家畜の種類により異なっている.

(2)犬 ･猫 ･めん羊の甲状腺には労小胞細胞が最も多く観察される.山羊 ･豚 ･兎 の甲状腺にも

かなり多く認められるが,馬 ･牛では比較的少ない.豚 ･兎 ･馬 ･牛において, この細胞は小胞間

質または小胞上皮中に単独で存在することが多いが,犬 ･猫 ｡めん羊 ･山羊 ではこのほか小胞間質

に大小種々の細胞集団を形成する･ しかし, これらの細胞集団から甲状腺小胞を形成する所見は認

められない･小胞上皮中にある労小胞細胞はほとんどの動物で小胞上皮細胞よりも高さが低いが,

犬 ･猫 ｡牛 ･山羊では時に該細胞よりも高く,したがって直接小胞腔に面するものがある.

(3)労小胞細胞の形は犬 ･猫 ｡馬 ･めん羊 ･山羊においてほ円形ないし卵円形を呈するものが多

いが,牛 ･豚 ･兎では小胞間質に紡錘形および著しく細長い形をしたものも見られる.犬 ･豚の労

小胞細胞は脂質内に多量の好銀性頬粒を含むが,猫 ･馬 ･牛 ･めん羊ではそれが比較的少ない.山

羊 ･兎では含有する好銀性頼粒の量に差が認められる.

(4)特殊染色法を行なうことにより,犬 ･猫 ･めん羊の労小胞細胞は最もよく染まる.牛 ･山羊

･兎でも比較的よく染まるが,馬 ｡豚のものは一般に染まり方がよくない.

本研究を行なうにあたり,材料採取その他に協力いただいた専攻学生 ･脇 多恵子,秋吉圭子の

両君に厚くお礼を申し上げる･なお,本研究の要旨は西日本畜産学会大会 (山口大,70)において

口演発表した,
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Summary

Thethyroidglandsofthirtydogs,18cats,2horses,4pigs,5cattles,7sheep,

5goatsand6rabbitswererlXedeitherinBouin'SfluidorinGPAmixtures(Solcia

etal.,'68)andwereembeddedinparafnn. Thesectionswerestained with an
ordinarystainsuchashematoxylin-eosin,Heidenhain'sironhematoxylin,McManus'

PAS-reactionorazanandspeci丘cstainsuchasthesilverimpregnation method

ofKameda('70),azureA (Solciaetal.,'68)orleadhematoxylin(Solciaetal.,'69).
Thel'eSultsconcerningtheparafollicularcellwereasfollows.

(1)Inthesectionswhichwerestainedwiththeordinarystain,theparafoト

1icularcellsarelargerinthesizeofcell-bodyandarepalerthan thefollicular
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ceus,butitisdificulttodifferentiatebetweenthosetwotypesofceus. Onthe

otherbaIld,theparafollicularcellsal-eSelectively demonstratedbetweenthe

follicularcellsorininterfollicular･PositionbythespeciTICStainmentionedabove.

Thedistributior],shapeandstainingpl･OPertyOfparafolliculal･Cellsarediffc1-ent

amongthespeciesofanimalsexamined.

(2)Inthedog,catandsheep,theparafollicularcellsal-emostntlmerOuS.The

cellsarefoundinquantityinthegoat,p上gandrabbit,butsmallnumbersare
encounteredinthehorseandcattle. Ingeneral,theparafollictllarcellsofp上g,
rabbit,horseandcattleoccuresillglybetweenthefollicularcellsorininterfol-
1icularposition.Inthedog,cat,sheepandgoat,besides,theyaI･efoundaslarge

oI･Smallcellgroupsintheinterfollicularposition,butthereisno丘ndingtosug一

gestthatthesecellgroupsdevelopintothyroidfolliculi. Theintrafollicular

parafollicularcellsareusuallylowerthanthefollicularcells,butsomeofthem

inthedog,cattleandgoataretallerthanordinaryfollicularcellsandseemsto

facedirectlyonthefollicularlumen.

(3)Astotheshapeofthethyroidparafollictllarcells,mostofthecellsof

thedog,cat,horse,sheepandgoatareovalform. Butinthecattle,pュg and
rabbit,someofthem assumeaspindle-Shapedorstronglyelongatedform. The

argyrophilgranulesfillupthecytoplasm oftheparafollicularcellsin thedog

alldpig,butillthecat,horse,cattleandsheepthey are scanty. Inthegoat

and1-abbitaconsiderablevariationin theamountofthegranulesisrecognized
inthedifferentCells.

(4)Theparafollictllarcellsofthedog,Catalldsheeparestainedstronglyby

specificStainingtecnlqueS.Thecellsofthecattle,goatandrabbitarefairlywell
stained,butinthehorseandpigtheyhaveweakstainability.
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Fig･1 ThyroidglandofthedogstainedwiththesilverimpregnationmethodofKameda

('68).400×

Fig･2 Thyroidglandofthecatstainedwiththesamemethod･400×

Fig.3 Thyroidglandofthehorsestainedwiththesamemethod･400×

Fig.4 ThyroidglandoftheplgStainedwiththesamemethod･400×
F:A thyroidfollicle

ー1:A parafollicularcellexistedbetweenthefollicularcells･

ー2:Theparafollicularcellsdistributedamongthefollicles･
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Fig.5 Thyroidglandofthecattlestainedwiththesilverimpregnation

('68).400×

Fig.6 Tbyroidglandofthesheepstainedwiththesamemethod.400×

Fig.7 Thyroidglandofthegoatstainedwiththesamemethod.400×

Fig.8 Thyroidglandoftherabbitstainedwiththesamemethod.400×

F:A thyroidfollicle

-1:A parafollicularcellexistedbetweenthefollicularcells.

-2:Theparafollicularcellsdistributedamongthefollicles.

method ofKameda


